


男女共同参画に関する市民意識調査結果（抜粋）

狭山市は、「男女が、互いにその人権を尊重しつつ責任も分か

ち合い、性別にかかわりなく、その個性と能力を十分に発揮す

ることができる男女共同参画社会の実現」を目指して、令和9

年度から第6次狭山市男女共同参画プランがスタートします。

このプラン策定に向けて市民意識調査を実施しました。ここで

は、調査結果から前回調査（令和2年度）との違いが比較的表

れている4項目について紹介します。

本調査の概要及び回収状況は右表のとおりです。

調査概要

調 査 対 象 市内在住の満18歳以上の男女2,000人

抽 出 方 法 住民基本台帳より無作為抽出

調 査 方 法 配布：郵送 回答：郵送・Web併用

調 査 期 間 令和7年8月1日～8月31日

回答状況

回 収 率 回収率46.2％

性 別 男性40.0％ 女性51.7％

「男は仕事、女は家庭」という考え方について、あなたはどう思いますか

あなたは、次の考え方についてどう思いますか

② あなたは現在、次の分野で男女の地位は平等になっていると思いますか

あなたは女性が職業につくことについてどう思いますか

「男は仕事、女は家庭」という考え方をどのように思うかについては、 「そう思わない」が59.0％と最も多く、 「どちらかと

いえばそう思わない」 (21.6％)と合わせると8割の人がそう思わないと考えています。

前回調査と比較すると、 「その通りだと思う」と「どちらかといえばそう思う」という回答は3.6ポイント減少し、「どちらかと

いえばそう思わない」と「そう思わない」という回答は4.4ポイント増加しており、性別役割分担意識に変化が見られます。

男女の地位の平等感について、「男女が平等になっている」と回答した割合が

最も高かったのは「学校教育の場」(52.1％)でした。前回調査と比較すると、

ほぼ全ての項目で「男性が優遇されている」と「どちらかといえば男性が

優遇されている」と回答した割合の合計が減少しています。特に、「就

職・採用で」、「職場で」という回答が多く減少しています。

性差に関する意識について尋ねたところ、「そのとおりだと思う」「どちらかといえばそう思う」が多かったのは、「こど

もの数や有無時期を決めるにあたって、女性の主体的な意見を尊重したほうがよい」で74.9％となりました。「女の

子は赤、男の子は青というように性別で持ち物を分けたほうがよい」では87.9％の人が「そう思わない」 「どちらか

といえばそう思わない」と答えています。

前回調査と比較すると、「女の子は女らしく、男の子は男らしく育てたほうがよい」に賛成の意見「そのとおりだと思う」

「どちらかといえばそう思う」の合計が10.9ポイント減少し、反対意見「どちらかといえばそう思わない」「そう思わな

い」の合計が10.2ポイント増えていることから、性差に関する意識の変化がうかがえます。

女性が職業に就くことについては、「職業を持ち続けたほ

うがよい」が52.1％と最も多くなっています。

前回調査との比較では、「こどもができたら辞めるが、子

供が成長したら再び職業に就いたほうがよい」が4.9ポイ

ント減少しており、「職業を持ち続けたほうがよい」が7.6

ポイント増加しています。

この調査全体の内容は、令和8年4月以降に市のホームページ等に掲載する予定です。
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